
2015/9/18社会生活基本調査　調査票新旧対照表

平成28年調査（案） 平成23年調査 追加・廃止・変更理由

【調査票A】

５　教育 ５　教育
・従来、専門学校については、修業
年限などにより対応する学校区分
を記入する方式としていたが、報告
者負担軽減の観点から、平成24年
就業構造基本調査と同様、在学者
数の多い専門学校の区分を追加す
る。専門学校を修業年限別に把握
することで、従来の時系列を確保
し、更に、教育と就業状態、生活時
間の配分との関係を的確に捉える
ことが可能。
・専門学校の追加に伴い、平成24
年就業構造基本調査と同様、在学
中、卒業の選択をした上で、学校の
区分を記入する方式に変更し、学
校の区分を統一化。

６ あなたの子はどこに住んでいますか
廃止 ・調査事項を把握する必要性の相

対的な低下及び報告者負担の軽減
を図る観点から廃止。
※前回調査の結果において、子の
居住地による生活時間の配分に大
きな違いは見られず、平成18年調
査の結果と比較しても傾向として大
きな変化は見られない。
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平成28年調査（案） 平成23年調査 追加・廃止・変更理由

18 ふだんの片道の通勤時間
廃止 ・調査事項を把握する必要性の相

対的な低下及び報告者負担の軽減
を図る観点から廃止。
※通勤時間に関しては、本項目
（ユージュアル方式）のほか、「生活
時間について」において、より結果
利用頻度の高いアクチュアル方式
で把握している。

６ ふだんの健康状態 19 ふだんの健康状態
　※　15歳以上の全ての人が回答 　※　有業者のみ回答 ・健康状態は、有業者だけでなく、

無業者の生活行動、生活時間の配
分に大きな影響を与えていると考え
られることから、調査対象を無業者
に拡大。
・健康状態をより的確に把握するた
めの判断基準として、説明文に「生
活への影響の有無などにより」を追
加。
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平成28年調査（案） 平成23年調査 追加・廃止・変更理由

19 学習・自己啓発・訓練について 21 学習・自己啓発・訓練について
・従来、行動の有無（「した」、「しな
かった」）において、「した」を選択し
た場合には、更に、行動頻度を記
入する必要があり、二重の記入負
担となっていた。今回、行動の有無
欄を削除し、行動頻度欄に統合す
ることで、報告者負担軽減を図る。
また、時系列を確保するため、従来
一定程度存在した、行動頻度不詳
に係る選択肢として、「何日ぐらいし
たかわからない」を追加。

20 ボランティア活動について 22 ボランティア活動について
・従来、行動の有無（「した」、「しな
かった」）において、「した」を選択し
た場合には、更に、行動頻度を記
入する必要があり、二重の記入負
担となっていた。今回、行動の有無
欄を削除し、行動頻度欄に統合す
ることで、報告者負担軽減を図る。
また、時系列を確保するため、従来
一定程度存在した、行動頻度不詳
に係る選択肢として、「何日ぐらいし
たかわからない」を追加。
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平成28年調査（案） 平成23年調査 追加・廃止・変更理由

21 スポーツ　趣味・娯楽について 23 スポーツについて
・従来、行動の有無（「した」、「しな
かった」）において、「した」を選択し
た場合には、更に、行動頻度を記
入する必要があり、二重の記入負
担となっていた。今回、行動の有無
欄を削除し、行動頻度欄に統合す
ることで、報告者負担軽減を図る。
また、時系列を確保するため、従来
一定程度存在した、行動頻度不詳
に係る選択肢として、「何日ぐらいし
たかわからない」を追加。

24 趣味・娯楽について
・従来、行動の有無（「した」、「しな
かった」）において、「した」を選択し
た場合には、更に、行動頻度を記
入する必要があり、二重の記入負
担となっていた。今回、行動の有無
欄を削除し、行動頻度欄に統合す
ることで、報告者負担軽減を図る。
また、時系列を確保するため、従来
一定程度存在した、行動頻度不詳
に係る選択肢として、「何日ぐらいし
たかわからない」を追加。
・近年の情報通信技術の進展（イン
ターネットでのサービスの拡大等）
を踏まえ、各種観覧・鑑賞（スポー
ツ、美術、演芸・演劇・舞踊、映画、
音楽）に関する項目について、名
称、範囲を変更。
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平成28年調査（案） 平成23年調査 追加・廃止・変更理由

22 旅行・行楽について 25 旅行・行楽について
・従来、行動の有無（「した」、「しな
かった」）において、「した」を選択し
た場合には、更に、行動頻度を記
入する必要があり、二重の記入負
担となっていた。今回、行動の有無
欄を削除し、行動頻度欄に統合す
ることで、報告者負担軽減を図る。
・さらに、「旅行・行楽」のうち、余暇
活動に該当しない「業務出張・研
修・その他」を廃止。

23 スマートフォン・パソコンなどの使用について
追加 ・近年のスマートフォン等の急速な

普及が生活時間に与える影響を把
握するため、生活時間の指定日に
おける１日の使用時間及び時間帯
別の使用状況を把握。
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平成28年調査（案） 平成23年調査 追加・廃止・変更理由

28 ふだん世帯員以外の人から介護の手助けを受けていますか 30 ふだん世帯員以外の人から介護の手助けを受けていますか
・介護と生活時間の配分との関係を
より的確に把握する観点から、介護
支援の利用頻度が少ない「月に１日
以内」と「月に２～３日」を統合した
上で、利用頻度の多い「週に２～３
日」を「週に２日」、「週に３日」に分
割、また、「週に４日以上」を「週に４
～５日」と「週に６日以上」に分割。

32 在学・在園の状況 34 在学・在園の状況
・子どもの在園時間の実態をより的
確に把握するため、「保育所（延長
保育の有無別）、幼稚園（預かり保
育の有無別）」を「ふだんの在園時
間別」に変更。
※子ども子育て支援新制度におい
ては、世帯によって通常の保育時
間が「保育標準時間（利用可能時
間11時間）」又は「保育短時間（利
用可能時間８時間）」と異なってい
る。
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平成28年調査（案） 平成23年調査 追加・廃止・変更理由

【調査票B】

５ 教育 ５ 教育
・調査票Ａと同様。

６ ふだん自分の用途で携帯電話やパソコンなどを使用していますか
廃止 ・調査事項を把握する必要性の相

対的な低下及び報告者負担の軽減
を図る観点から廃止。
※携帯電話やパソコンの使用が一
般的となっている状況において、従
来の「使用しているか否か」を把握
する必要性は低下しているほか、他
調査（通信利用動向調査）でも同様
の内容を把握している。

６ ふだんの健康状態 15 ふだんの健康状態
・調査票Ａと同様。

16 生活時間について 17 生活時間について
・近年のスマートフォン等の急速な
普及を踏まえ、インターネット接続
以外による利用も合わせて把握す
る観点から、「インターネットの利
用」を「スマートフォン・パソコンなど
の使用」に変更。
・さらに、スマートフォン等の生活行
動への影響と関係をより的確に把
握する観点から、主な行動、同時行
動の双方に設定。

20 ふだん世帯員以外の人から介護の手助けを受けていますか 21 ふだん世帯員以外の人から介護の手助けを受けていますか
・調査票Ａと同様。

24 在学・在園の状況 25 在学・在園の状況
・調査票Ａと同様。
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